
一般競争（指名競争）参加資格審査申請書（物品・役務）

令和５・６年度において、古河市で行われる物品・役務に係る競争に参加する資格の審査を申請します。
なお、この申請書及び添付書類の内容については、事実と相違ないことを誓約します。

古河市長　　殿

－

フ　リ　ガ　ナ

フ　リ　ガ　ナ

フ　リ　ガ　ナ

フ　リ　ガ　ナ

（代理申請時使用欄）※自社以外の第３者（行政書士等）が申請する場合のみ記入。

申請代理人 －

令和　５年１１月○○日

本 社 （ 店 ） 電 話 番 号 １２－３４５６－７８９０ 本社（店）ＦＡＸ番号 １２－３４５６－７８９1

本社（本店）郵便番号 123 4567

トウキヨウト　○○シ　○○○　

本 社 （ 店 ） 住 所 東京都○○市○○○１丁目２３番４号

コガショウジ

商 号 又 は 名 称 株式会社　古河商事

コガ　タロウ

役 職

行政書士登録番号

申請代理人郵便番号 申請代理人住所

申 請 代 理 人 氏 名 申請代理人電話番号

担 当 者 氏 名 古河　花子 担当者連絡先電話番号 １２－３４５６－７８９2

代表取締役 代 表 者 氏 名 古河　太郎

コガ　ハナコ

実印の押印は不
要です。



（あて先）古河市長

（委任者）住　所　 東京都○○市○○○１丁目２３番４号

商　号　 株式会社　古河商事

職氏名　 代表取締役　古河　太郎

私は，次のものを代理人と定め下記の権限を委任します。

（受任者）住　所　 古河市○○町１２３４番地

商　号　

職氏名　 支店長　古河　次郎

記

１ 委任事項
・入札書及び見積書の提出
・契約の締結
・入札保証金及び契約保証金の納付及び返付
・契約の履行
・代金の請求及び受領
・復代理人の選任
・その他契約に関する事項

２ 委任期間
令 和　6年　4月　１日から
令 和　7年　3月  31日まで

３ 受任者の使用印鑑

委　任　状

令和　５年１１月 〇〇日

株式会社　古河商事　古河支店

実印

使用印

参考

商号の欄には、代理人を置く
営業所や支店等の名称まで記
載してください。

(委任期間注意)
今回の申請に係る委任期間は
「令和6年4月1日から令和7年3月31日まで」です。



（古河市に、本社・営業所・工場等がある場合のみ提出してください。）

会　社　名： 　株式会社　古河商事

本店所在地： 東京都○○市○○○１丁目２３番４号

※所在（該当する番号を囲んでください。）

１．市内業者

２．古河市内に本社以外の営業所等がある業者

３．古河市内に上記以外の工場等の施設がある業者

※所在が１以外の場合は、記入して下さい。

２．古河市内に本社以外の営業所等がある業者

名称 古河支店

住所 古河市○○町１２３４番地 電話番号 ○○-〇〇〇〇

３．古河市内に上記以外の工場等の施設がある業者

名称

住所 電話番号

古 河 市 関 連 事 項 調 査 書

令和 　５ 年 11 月 ○ 日現在



（業種区分）

商号又は名称　株式会社　古河商事

履行場所の 着　工　年　月

ある都道府県 完成又は完成予定年月

令和3年10月

令和4年 1月

令和3年　8月

令和4年　2月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

令和4年10月

令和5年　2月

令和4年　９月

令和4年12月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

千円

１ 希望する業務種別ごとに区分し、別葉に作成すること。
２ 下請業務については、注文者の欄に元請業者名を、業務名の欄に下請業務名を記載すること。
３ 直前２年の各営業年度における完成業務について記載し（少額業務については一括記載してもよい。）、営業年度ごとに取扱高の合計を記載すること。
４ 「請負代金の額」は、消費税込みの金額を記載すること。

2,345

4,567

物　品　納　入　役　務　提　供　等　実　績　調　書

合　計

請負代金の額
　　　（千円）

以下省略

1,234

12,345

○○会社 元請 □□県

○○県

□□町役場 元請 △△県

△△市役所 元請 ○○県

注　文　者
元請又は

下請の区分
件　　　　　　　　名

○○県 元請

民間の会社の業務についても
記入してください。
また、プライバシーの問題も
ありますので、記入できる範

この様式は参考ですので、この項目を網羅してい

同工種の工事が多く、１枚に収め
たい方は、最後の欄に「以下省
略」と記入しても結構です。
その場合の合計は、このページの
工事の合計ではなく、省略した工
事を含めた合計でお願いします。
注意：工事内容は省略しても各業
種毎に作成してください。

・１枚に記入しきれない場合は、複数
枚にまたがって記入してください。
その場合の合計は、最後のページにだ
け記入をお願いします。

直前2年の各営業年度（決算期）における完成業

務について記載し、営業年度ごとに取扱高の合計

を記載してください。



（種類）　　　　　　　　　　

学 校 の 種 類 専 攻 学 科 名　　　称 取 得 年 月 日

年　月　日 年　　月

年　月　日 年　　月

年　月　日 年　　月

年　月　日 年　　月

年　月　日 年　　月

年　月　日 年　　月

年　月　日 年　　月

年　月　日 年　　月

年　月　日 年　　月

年　月　日 年　　月

年　月　日 年　　月

年　月　日 年　　月

年　月　日 年　　月

年　月　日 年　　月

年　月　日 年　　月

年　月　日 年　　月

記載要領

１ 本表は，土木，建築，設備又は職種の各別に作成すること。

２ 「学校の種類」の欄には，大学，高等専門学校の別を記載すること。

３ 「法令による免許等」の欄には，業務に関し法律又は命令による免許又は技術若しくは技能の認定を受けたものを記載すること。

　 （例：○○建築士，○○土木施工管理技士）

４ 「実務経歴」の欄には，最近のものから記載し，純粋に測量，建設コンサルタント等業務に従事した職種及び地位を記載すること。　

実 務 経 験 年 月 数

技　　術　　者　　経　　歴　　書

氏　　　　　名
最 終 学 校 法 令 に よ る 免 許 等

実 務 経 歴

この様式は参考ですので、この項目を網羅していれば、
会社の資料でも結構です。

参



市税等納入状況確認同意書（入札参加資格用）

古　河　市　長　あて

本　社

所　在　地　　東京都○○市○○○１丁目２３番４号

 商　　号　　　株式会社　古河商事

代表者職氏名 代表取締役　古河　太郎

古河市での所在地（本社が市内の場合は省略可）

所　在　地　　古河市○○町１２３４番地

　令和5・6年度古河市一般(指名)競争入札参加資格審査の申請にあたり、入札参加資格

を有する期間において、古河市に対して支払い義務を有する下記の市税等（法人にあっては

法人の納めるべき市税等、個人事業主にあっては、事業主の納めるべき市税等）の納入状況

を確認することについて同意します。

記

法人市民税 下水道受益者負担金

市県民税（特別徴収分を含む） 下水道使用料

固定資産税(都市計画税含む) 農集排受益者分担金

軽自動車税 農集排使用料

国民健康保険税 水道料金

利用目的：入札参加資格及び建設工事の優遇措置対象資格の確認

市 税 等 の 区 分 市 税 等 の 区 分

令和　５年１１月○○日

実印

実印押印もれ注意



-

-

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

営 業 所 一 覧 表

123
4567

12-3456-7890
12-3456-7890

306 0280-92-△△△△
古河支店 茨城県古河市〇〇○1234番地

0000

営　業　所　名　称

本社

所　　　在　　　地

東京都○○市○○○1丁目23番4号

郵便番号 備　　考
電　話　番　号　（上段）

F A X　番　号　（下段）

0280-92-△△△△

本社のみで、営業所等がない場合は提出不要で
す。



取　扱　品　目　・　業　務　一　覧

業 種 区 分（小分類） 取　扱　品　目　・　業　務 備　考

用紙類 コピー用紙、印刷用紙

OA用品 印刷機、複写機

学校用品 学校用教材、理科用教材
スポーツ用品 体育施設用品、一般スポーツ用品
事務機器リース 印刷機、複写機
清掃用具リース モップ、マット
電気・受変電設備 受変電設備保守点検、
昇降機・自動ドア設備 自動ドア設備保守点検、シャッター保守点検

建築物調査 特殊建築物定期調査
産廃収集運搬 産廃運搬（茨城、栃木、群馬、埼玉、東京、千葉、神奈川）

産廃処分 産廃処分（茨城、埼玉）

企業内研修 企業内研修、講師派遣
特定保健指導・介護予防 介護予防指導、特定保健指導
その他の役務 封入封緘

参考

電算入力票ではないので、文字数制限はございません。

資格審査処理票の主たる営業品目欄に記載した品目等を含め具

体的に記入してください。



使　用　印

住所又は所在地 東京都○○市○○○１丁目２３番４号

商号又は名所 株式会社　古河商事

代表者又は氏名 古河　太郎

実　印

使　　　用　　　印　　　鑑　　　届

令和　　５年１１月　○○日

参考

実印

使用印

※使用印と実印が同じ場合は実印を、異

なる場合は使用印を押してください。

※角印（社判）は使用印として認められ

ません。

※印鑑登録証明書は必要ありません。


